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145.駐車場共同利用システム運用における利害関係の実態と調整上の課題
Stakeholders' Coordination Problems on Cooperative C恥：ration System of Parking Lots 
出口 近士＊ ・ 清田浩介＊＊・吉武哲信＊＊＊
Chikashi DEGUCHI*,Kosuke KIYOTAベTe組mobu YOSHITAKE***
η1ere are many kinds of stakes and回de-off an10ng 印stomers, sto陀 managers and car parking managers who 
cooperate w抽出e operation- of parking lots.百世s paper aims to evaluate the relationships among the stakeholders 
based on a questionnaire survey m 血e cen回I ar巴a ofMiyazaki City, where仕ial operation has been done. 
百1e analyses rev巴al as follows: I) Trade-off problem on cost payment between 血巴 store managers and the parking 
managers is severe. 2）百1ere are some con出cting evaluations for 仕1e cost pa戸市nt, but half of them consid巴r 仕1e
sy：指m reasonable. 3) It is not low possibility to develop the cooperative operation. And the results su邸側伽t local 
government should匂ke an important role as one of stakeholders. 































助 ・ 事業費支援）が必要である、 3 ）関係者、市民、 NPO や
学講縫験者からなる委員会が実験を計画(Plan ）し、社会実験
ρo ）とその結果を調査して、委員会で、問題点を検討（Check)

























中心市卸甜副生化事業の一環として、 平成17 年7 月～平
成19 年3月まで駐車場共同利用システムの社会実験が実
施された酬。この概要を表一 lに示す。運営は宮崎商工会
議所が暫定的に主体となり、 中心部の約300 店舗と、 21 ～
22駐車場倣 2,500 台収容可）が参画して行われた。宮崎










































費｛I川0円／月）を支払わなし、かわりに 30分鮒Sj駐車券 i 枚
あたり91円を負担する方法である。
一方、駐車易経営者は、これまで30分鮒Sj駐車券 l 枚当
たり 100 円の収入を得ていたが、新しい負担方法では 30
分鮒鴇主車券をl枚受領すると75円の収入となり、駐車場
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アンケー 卜の配布・回収状況
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I.I＇ロ③徐々に増加している！
日？ I 33 川？ II 
．一｜｜ロ③ほとんと変化はない
白R I 30 11型 11 け，＇I ロ④徐々に低下Lている
75 I フR 1101 口⑤低下している






I 4· 111 Ii I 
11ロ③ほとんど変化はむい
I fi 1111 
,lロ＠徐々に低下している






































消費金額［9[ 32 115 
114 












34 27 20 I 1ロほとんど解消...・されむい















































図－ 8 I謂主寧易経営者に 「商業者の方が負担している金
額と駐車場経営者の方が負担している金額はそれぞれ妥当
な金額だι思いますか？J の回答である。 自身の負担金額
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3）試動車用の費用負担制度（駐車場経営者： 30 分無糊主
















































IO） 宮崎商工会帯脂肪-6)， 「 中心市街噛主草場共同開推進委員会資料，
宮崎商工会議所．
明 870 -
